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｢深海底からみた地球｣

堀田宏(海洋科学技術センタｰ)著

(株)有隣堂,246ぺ一ジ,定価1,854円

本書で著者が何を伝えたいのか.その答えは本

書の｢はじめに｣の前のぺ一ジに写っている著者の

写真を見れば一目で削る.ハッチからのぞいた｢し

んかい6500｣のキャビンの中の様子で,パイロット

2人と一緒に写っている著者の顔は無邪気な少年

そのものと.いった感じだ(失礼).非常に素朴な疑

問である｢海の底には何があるんだろう?｣という問

いに,残念ながらかなり長い間,我々は答えられる

材料を持っていなかった.その材料を探しに海に

出かけてきた著者のこれまでの研究史をたどりな

がら,海を愛する地球科学者としてのスピリッツが

感じられる著書である.

1960年代に著者が行ってきた主に地球物理学的

手法を用いた地殻構造探査は,いわゆるリモｰト

センシングの範曙に入るもので,直接観測している

ものを手に取る必要はなかった.しかしおそらく著

者はそれでは満足できず,その後の海洋科学技術

センタｰでの研究活動にその興味が引き継がれて

きたのであろう.リモｰトセンシングで見たものを実

際に自分の目で観察し,サンプルを採取し,分析を

行う.日本での深海研究は,月面を人間が歩く時代

にやっと着手されたのである.そのパイオニアの一

人として,著者の深海研究に対する考え方が本書

の随所に盛り込まれている.

本書の構成は大航海時代からの海洋研究のレビ

ュｰから始まり,次に潜水調査船での著者の観察

を中心に主だった海域での潜航調査の成果がまと

められている.その書き方が面白い.各海域を単

に説明するのではなく,まるで読者と一緒に潜航し

ているかのように,船内での会話を随所に織りま

ぜながら書かれている.時には｢ニヤッ｣と笑って

しまうような会話もある.しかしこれが実際の潜航

調査の雰囲気であることは,潜水調査船での潜航

経験をお持ちの方ならすぐに理解できるであろう.

潜航中に観察しながらしゃべっていることは,半ば

興奮気味で支離滅裂,あるいは意味不明なことが

多いが,本書に出てくる会話はまさに深海を観察

し,初めて見るものに感動した心からの生きてい

る声であることが,読者に良く伝わってくることだ

ろう.まさに無邪気な少年の驚きの声なのである.

どの様に深海での発見が行われたのか,その臨場

感が伝わってくる.その発見の意義や背景につい

ても,あまりなじみのないの読者にも判るように非

常に簡潔に,かつわかりやすく説明されている.イ

ラストや写真も適所に配置され,理解を助けてくれ

る.広い層の読者に受け入れられるであろう.

終章ではこれからの海洋開発について著者の考

えが述べられているが,最後に次のように締めくく

っている.｢…私たちが住むこの地球をよりよく理

解するためには,新しい海洋域での調査や研究が

必要であり,そのような新しい海洋学から,この愛

する地球といつまでも伸長く生きていくことができ

る道が開けていくに違いない.｣学問を愛する前に

地球を愛し,それをエネルギｰとして更に深海研究

への熱意を燃やされる著者には脱帽であり,尻を

たたかれている気がする.初めに触れた著者の写

真について｢少年のよう｣と表現したが,まさに我々

の深海に対する理解の程度は例えるならば｢少年｣

にも及ばない程度であり,海洋研究に携わるもの

の一人として,今後ともいっそうの努力を奮い立た

せられたspiritua1な好著であった.海洋関係の研

究者に限らず多くの地球を愛する方に読んでいた

だきたい.(海洋地質部倉本真一)
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